
女性の視点で避難所に必要な資機材を用意するため、補助金の申請が可能です。 
但し、期日は 6月末まで。早急に皆さんの意見を集約してぜひ提案をしていただきたい。期日に余裕
がありませんが、どうかご協力お願いします。 

令和 5 年 6 月 No.6 

 

令和5年度第3回女性部会 

■開催日：令和 5年 6月 8 日(木)19 時～  ■会場：ハートピア 会議室  ■出席者：3 名 

 

■今回の議題： 

１．生活安全課より ４．勉強会「視覚障がい者が災害時に困ること」(動画にて) 

２．みずなみ防災会の活動報告 ５．その他 

３．女性部会活動計画案について 

※今回の部会では、時間の都合上により上記議題の 1. と 3.を重点的に議論しました。 
 
 
議題 1.生活安全課より 

女性等の視点を踏まえた避難所運営推進事業費補助金の申請について提案がありました。 
 
 
 
 
 
 

申請に係る事業計画は以下のとおり。 
①モデル避難所設置計画（要望） 
②検討会の開催‐現状課題、どのような取り組みが必要か、資機材等を検討 
③検討会等の実施報告(交付申請) 
 ・検討会等の結果を報告 ・検討会等での意見を踏まえた購入資機材の決定・報告 
④資機材の購入 
 ・資機材を用いた避難所運営手順の確認 
⑤モデル避難所設置報告 
 ・購入資機材の報告  ・運営手順確認の報告 

例として… 更衣用簡易テント、防犯ライト(人感式)、防犯ブザー、簡易式スロープ など 
 
[避難状況詳細補足説明] 
・長期的に避難所で非難をすることになった場合を想定 
・例として「瑞浪北中学校体育館」のような、大人数が集まるような避難所を想定。 
・男性目線では、どうしても気づかない、女性目線で避難所に必要な資機材を挙げていただきたい。 

 

 

  

【女性部会からの意見】 

・実際に長期的に避難をした経験がないから…。ネットで情報収集する？ 
・避難所の規模、避難者の年齢層や家族構成など、状況によって必要なものが異なるのでは? 
・補助金を使用して、資機材を購入して、あげく役に立たなかった、ということになると、容易には「こ
れがいいのでは？」とは言えない。慎重に選ばないといけないのではないか？ 

市
役
所 



作成：女性部会 副部会長 羽柴加代子 

 
[結論] 
・あくまでも、“一般的に必要な資機材”ということで検討することに。 
・必要なものと思われるものに優先順位をつけて選定する。年代・個々の状況に捉われずに避難所にいる
方、凡その方が必要なもので、なおかつ“女性として”、を念頭に考え、改め女性部会のメンバーからの提案
を募る。 
・絶対に必要なもの…モバイルバッテリーとか？ 
・過去にあった災害での避難所生活体験談などを参考にして、何が必要だったかをピックアップする手段も
含め、各女性部会員の職場や知人などに聞き取り調査を行い、どのようなものが必要か改めて提案させ
ていただくこととしました。 

 
議題 3. 女性部会活動計画案について 
今後の活動について、以前の部会では、“まずは、自分たちが学び、研修などに積極的に参加して自己研鑽
を中心としましょうか”という話合いをしましたが、やはり「災害は待ってくれない!何か実践的で形にするこ
とが必要なのでは?」という意見もありました。 
今年度中に、今の私たちにできること、やりたいことを提案して形にする！ことを目標にしました。 

 
じゃあ、何をするか？ 
・市民への防災に関する継続的な啓蒙活動をしたい。例えば「広報みずなみ」に防災コラムや防災意識を高めるよう
な内容を毎月掲載するスペースを持たせてもらう。 
・子供たちへの防災に関する啓蒙活動をしたい。低学年から高学年すべての児童を対象に。その学年にあった防災
授業を取り入れてもらい、継続的な防災教育をしたい。 
・風水害、特に大雨に係る災害を未然に防ぐために、スマホアプリやメディアでの情報は、具体的に最低限どの情報
を確認したらよいか聞かれることがある。おススメのアプリと情報源を紹介して、実際にどのように使用するか、ス
マホ画面をプロジェクターに映して実際に自身で操作してもらい、使えるようにする。特に高齢者。 
(参考アプリ、HP…「キキクル」 「ぎふ山と川の危険個所マップ」 など) 

・災害が起きる状況によっての避難の仕方について、細かくタイプを分けて各自ど
のパターンに合うか確認できるようにしたい。時間帯、地域住民の特色、居住地域
の特徴、家族構成、近所づきあいなどなど…。同じ町内でもご近所づきあいの有
無により異なる。住民が各自おかれた状況を把握したうえで、どのような避難が
better か考えさせるようなツールを作る。(カード形式などにする?) 
・避難所では認知症の方もいる。周りの避難者にどう理解してもらうか。その周知も
必要になると思う。 
 
などの意見があり、一度に全てに取り掛かることは当然できませんし、今年度形にするということは、3 月
末までの期限となります。改めて形にできそうなものを女性部会にて再検討する予定です。 
 

４．勉強会「視覚障がい者が災害時に困ること」(動画視聴) 
YouTube にて「災害時に聴覚障がい者が困ること」の動画を視聴する予定でしたが、時間の都合により、次
回部会にて視聴することとなりました。 

 

5．その他 
部会以外での意見交換の場として「グループ LINE」をしていましたが、新たに女性部会用の mail アドレスを
作成しました。長文ご意見や画像資料の添付の際に活用していただければと思います。 

 女性部会 mail アドレス→mbk.woman2022@outlook.com  

以上 

《発信元》 

みずなみ防災会 女性部会 事務局 

〒509-6195 瑞浪市上平町 1丁目 1 番地 瑞浪市役所 生活安全課内 ℡.0572(68)9736 

【次回 令和5年度第4回みずなみ防災会女性部会】 

開催日：令和５年 7月 13日(木)19時～ 
会場：ハートピア 2階 研修室 於 

皆さんのご参加 

お待ちしています。 


